労務プチ情報
· 今後の成長が期待される親日国「ベトナム」に視察に行ってきました！
今回、名古屋のコンサルティング会社が主催する、ベトナム最大の商業都市「ホーチミン」の現地視察旅行に11/9～13の日程で参加しました。この旅行の趣旨は、進境著しい中国を含めた東南アジア圏に進出を検討している中小企業に対し、いろいろな支援ができるようにまず自ら現地に赴いて、肌でその国を感じ取ろうというものです。
それでは簡単に「ベトナム」という国を紹介いたしましょう。

· 正式名称：ベトナム社会主義共和国（ベトナム共産党一党体制）
· 建　　国：1976年7月2日（太平洋戦争後、ベトナム戦争に突入し1975年に終結）

· 首　　都：ハノイ（南北に細長いベトナムで、中国の国境に近い行政の中心都市）

· 国土面積：33.1万ｋ㎡（九州を除いた日本の面積に相当）

· 人　　口：約9,000万人（平均年齢約28歳、ちなみに日本が約1億2,000万人）

· 宗　　教：仏教が約80％で残りはカトリック、カオダイ教ほか

· 言　　語：ベトナム語（旅行者を相手にする店では日本語、英語も可）

· 義務教育：小学校5年、中学校4年（都市部以外は小学校5年までが実態）

· 識 字 率：90％以上（男子95.1％、女子90.2％：2008年調べ）

今回訪問したホーチミンは、ベトナム経済の中心都市で非常に活気溢れる街でした。平均年齢が約28歳（日本は約45歳）と非常に若く、街を歩いていても公園のベンチや周辺の道路の縁石に学生たちがたむろしておしゃべりをしている光景がそこら中で見て取れました。教育水準は他の東南アジアの国々と比較しても高く、それが識字率90％以上という数字に現れています。タクシーの運転手でも、行き先をメモして渡すと理解してもらえるレベルのようです。このことは、企業がベトナム進出時に従業員を教育するという観点から見ると、非常に重要な要素のひとつと考えられます。街中のコンビニ（サークルＫ）で買物をした際も、笑顔での接客が行き届いており、レジ周りの小物（チョコレートなどのちょっとした食べ物）を「いかがですか？」と追販する姿勢には非常に感心させられました。勤勉で向上心・向学心が旺盛で優秀な労働力という一般的な評価にも「なるほど」と思わず頷いてしまいます。また、治安に関しても、スリや窃盗のような比較的軽微な犯罪は多いようですが、傷害や殺人といった凶悪犯罪はほとんどないということで、夜に外国人がひとりで出歩いても安全なぐらい治安が安定していました。食事に関しても、三毛作で米を作るくらいの「稲作文化」のようで、日本人にはピッタリとはまる食文化と言えます。もちろん南国特有のパクチーのような香草入りの料理や、ちょっと酸味のある食べ物も多いですが、隣国の中国の影響を受けたベトナム風中華や100年間のフランス植民地時代の影響を受けたベトナム風フレンチも非常においしく、さらに果物の種類も豊富で食卓が華やかに彩られます。
しかし、当然のことながらビジネスの面でも生活の面でも多くの課題も存在します。主だったものとしては、道路などの物流インフラ整備の遅れ、発電の約30％（世界の平均的な比率は約10％）を水力に頼っているため雨不足による停電の懸念、高いインフレ率による経済の低迷、突然でしかも頻繁な法律改正、医療設備や医師の技量の不足などが挙げられます。
ベトナムに進出している外資系企業数のベスト３は、上から台湾・中国系、韓国系、日系の順番のようです。上記のような課題はすべての企業に共通したものである以上、日系企業はそれを過大に評価し過ぎているのではないかと自分には思えてなりません。慎重さはもちろん大事ですが、世界を股にかけるバイタリティーやしたたかさを今まさに学ぶべきではないかと感じました。　（工藤克己）
